
サステナブル経営の実現へ

イオン九州は、九州のイオングループの代表としてオープン

イノベーションによりさまざまな企業・団体と協力することで、

SDGsに掲げられた課題の達成に取り組んでまいります。

「明日の九州にできること」をスローガンに、

サステナブル経営の実現を目指します。

イオン九州はお客さまへの安全・安心な店舗・商品・サービスの

提供を通じて、豊かな暮らしと地域環境保全の両立に取り組んで

おります。

また、取り組みの推進にあたっては、環境マネジメントシステムを

運用し、定期的な見直しを行うとともに、環境パフォーマンスを向上

させるよう継続的に改善を進めてまいります。

イオン九州株式会社 上席執⾏役員

コーポレートコミュニケーション本部 本部長

兼 サステナブル協創部長サステナブル推進責任者

武富 恭子
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イオン九州は、お客さまへの安全・安心な店舗・商品・サービスの提供を

通じで、豊かな暮らしと地球環境保全の両立に取り組んでいます。

・「イオン脱炭素ビジョン」に基づく脱炭素への取り組みとして、2040年までに国内で排出するＣＯ２等を総量でゼロにすることをめざします。

・環境方針に基づき「環境」、「社会」の両側⾯でグローバルに考え、それぞれの地域に根差した活動を、多くのステークホルダーの皆様と共に

取り組みます。
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「九州力作野菜®」 「九州力作果物 ® ｣

低炭素の活動を通し

九州の農業を元気に

イオン九州株式会社と味の素株式会社および農業団体など

約60の企業･団体が共同して低炭素の活動を通して九州の農

業を元気にするバリューチェーンを力作(構築) するプロジェクトです。

関係者すべてが利益を享受し、持続可能かつ拡大生産が

可能なビジネスモデルを確立させることを目的としています。

味の素株式会社九州事業所がアミノ酸を製造する過程などを

見直し、年間600kLの重油の不要化にも貢献。 生産者数も約

200名、 栽培⾯積は約100haと開始から5年間で約5倍に拡大

しており、九州の農業の活性化につながっています。 このような

取り組みが評価され、第3回ジャパンSDGsアワード 「SDGs推

進副本部長 (内閣官房長官)賞」を受賞しました。




